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このひと月も、小学校の七夕集会、中学校の部活動の大会、小・

中学校の親子レクリェーション、篠笛教室などたくさんの行事があ

りました。保護者や地域の皆様から参観や参加、応援をしていただ

き、ありがとうございました。おかげさまで、子どもたちは、やり

がいをもちながら活動に取り組み、それぞれの子どもがもつ力を十

分に発揮することができました。

ルールとマナー

前浜中学校 校長 涌 井 良 平

さて，社会には守らなければならない「ルール」があります。日本の道路は歩行者は右側を

歩き、車は左側を走ります。とりわけ車が左側通行を守らなければ、大混乱になり、事故にな

るでしょう。一方、すれ違いが難しい狭い道路で対向車があったときには、道幅の広い場所を

探してお互いに譲り合います。きまりではありませんが、スムースな通行に必要な気配りです。

「マナー」ともいうことができるでしょうか。社会にはこの両方が必要です。

これまで、国際社会の競争原理の中で企業は利益を求め続けることが求められ、競争に勝つ

ことが注目されていました。ときに法律違反となり、社会問題にもなりました。しかし、最近

は企業理念に社会貢献を前面に出ている企業が増えているように感じます。情報化やＡＩの技

術の進展によって、人の果たす役割を見直す時期になっているのでしょう。とりわけ人の働き

方に関わって、コミュニケーション能力などの社会性の重要度が増しているのだと感じます。

杓子定規のルールだけでない、心の持ちようを含むマナーの重要性も増しています。

子どもは家族の中で生まれ育てられ、学校や地域で学び、一般社会の中でさらに学びを深め

ながら活躍することになります。子どもたちにとって、知識と技術を学習すると共に、将来を

見据えて、ルールと共にマナーを身に付けることが大切です。小学校の教育目標に「あたたか

く」、中学校の教育目標に「品性を高める」という文言が入っています。相手の立場に立ち、

相手を思いやる心をもち、そして、その気持ちを言葉や表情、行動で表すマナーを身に付ける

ことを大切にします。先日、中学校では職場体験に向けたマナー教室を開きました。そこでは、

マナーの形を学ぶことが中心でしたが、マナーの心の部

分は道徳や特別活動などを通して学び、本物のマナーが

身に付けられるようにしたいと考えております。社会に

出たときに、相手に認められ、本人の力が十分に発揮さ

せられるために必要な力です。

そして、普段の生活が何よりのマナーの学びの場です。

保護者や地域の皆様からも子どもたちへのお声がけをお

願いします。

＜親子レクレーション ６月１６日（土）＞
ＰＴＡ体育部主催による親子レクレーションが行われました。今年もたくさんの保護者の皆

様からご参加をいただき，小学校「ドッヂビー」，中学校「ソフトバレーボール」ともに，熱

い熱戦が繰り広げられました。おうちの方と一緒に体を動かしながら，またいつもとは違った，

活き活きとして表情で嬉しそうにプレーをする児童・生徒の表情がとても印象的でした。親子

みんなで清々しい汗を流す，素敵な一時となりました。楽しい時間を企画・運営してくださっ

た PTA体育部の皆様，大変ありがとうございました。

「

ふるさとキャンプ ６月２８日（木）～２９日（金）

ふるさとキャンプを潮津の里で行いました。あいにくの雨模様となり，楽しみにしていた全

校児童でのテント泊はできなかったものの，普段は体験できないステキな思い出をたくさん作

ることができました。１日目は，まず夕食のカレー作りを班の仲間と協力して行いました。具

材切り，煮込み，味付け（辛さの調節）を自分たちで行い，おいしいカレーを完成させました。

みんなで作ったカレーは一味違うのか，みんながおかわりをし，作ったカレーもお米も完食し

ました。夕食後のキャンプファイヤーでは，班ごとの出し物や，フォークダンスを踊って盛り

上がりました。星のお話を聞いたり，みんなで海岸清掃や石絵付け体験をしたり，手作りホッ

トドックを作ったりと，とても充実した２日間となりました。

七夕集会
７月６日（金）に，運営委員会主催による七夕集会を行いました。最初に，２年生が鍵盤ハ

ーモニカの演奏で会を盛り上げてくれました。全員で七夕の歌を歌った後，子どもたちや学校

職員，地域の方（民生委員・児童委員）と一つの輪になり，一人一人が思い思い の願いごと

を発表しました。友達の願いごとや地域の方の話を，子どもたちみんなが優しい表情で聞いて

いました。その後，「スター★キャッチ」や「流星とり」などのレクリエーションをして楽し

い一時を過ごしました。みんなの願いがかなうといいですね。



７月３日（火）・４日（水）の両日，秋葉区総合体育館にて新潟地区バドミン

トン大会が行われました。当校からは団体戦で女子が，個人戦ではＫ・Ｔさん

（男子シングルス），Ｋ・Ｈさん・Ｋ・Ｎさん（女子ダブルス），Ｍ・Ｙさん・

Ｍ・Ｍさん（女子ダブルス）が出場しました。

蒸し暑い２日間でしたが，それに負けない熱戦が繰り広げられました。結果は

次のとおりでした。

団体戦 女子 ベスト８ → 新潟県大会出場

個人戦 男子 Ｋ・Ｔさん（シングルス） 第１位 → 新潟県大会出場

女子 Ｋ・Ｈさん・Ｋ・Ｎさん（ダブルス） ベスト８

→ 新潟県大会出場

新潟県バドミントン大会は，７月２１日（土）・２２日（日）に小千谷

総合体育館で行われます（２０日（金）に出発します）。

出発前，各自が大会に向け抱負を述べました。 全員で力強い気合い！出発前，各自が大会に向け抱負を述べました。 全員で力強い気合い！

７月９日（月），佐渡税務署の閏間 康晴 様をお招きし，中学生を対象に租税教室を実施し
うるま

ました。最初は税金に関するクイズをしてくださいました。

「１億円を拾って持ち主が見つからず，自分の物になったら税金はかかるでしょうか？」

「宝くじで１億円当たったら，税金はかかるでしょうか？」（答えはお子さんに聞いてください）

その後，「アナザーワールドへ」というＤＶＤを視聴しました。税金がなくなった世界を描

いたアニメでしたが，道路の修復やゴミ収集，警察や消防署，学校などがうまく機能しなくな

ることを知り，生徒は税金がいかに大切であるかを痛感したものと思います。

さらに閏間様は資料を用いて，税金にはどのようなものがあり，どんなことに使われている

のかを詳しく説明してくださいました。

貴重なお話を聞かせていただいた後，Ｙ・Ｓさんが代表としてお礼を述べました。今回のお

話を受け，中学２年生３名が税の作文にチャレンジします。

閏間 様 １億円の重さを体験 税金のない世界は… Ｙ・Ｓさんからお礼の言葉閏間 様 １億円の重さを体験 税金のない世界は… Ｙ・Ｓさんからお礼の言葉

７月１２日（木），篠笛奏者 狩野 泰一様をお迎えし，第２回目の篠笛教室を行いました。

今回はまず，前回の指導内容の復習からスタートしました。篠笛の基本的技術として，息の

出し方や角度，腹式呼吸の仕方を分かりやすく説明してくださいました。

後半は太鼓やチャッパなどに触れ，各自思い思いに演奏する時間を設けました。直立した状

態でも難しい楽器ですが，動きを入れると難易度がさらに上がります。くるくる向きが変わる

太鼓に生徒は四苦八苦していました。それでも役割を決めて簡単な隊形移動を行うと，今まで

の経験もあり，児童・生徒たちは見事にピタッと演奏を決めて見せました。

「ポイントさえきちんと示せば，子どもたちは自分で考えてしっかり動けるもんですよ。」

狩野様は顔をほころばせて，そうおっしゃいました。次回９月１２日（水）までに，中学生

が中心になって，運動会での前浜ばやしのパフォーマンスを考えるよう伝えました。

その後，講演ということで，小学３年～中学３年を対象にお話をしてくださいました。その

中で狩野様は，次のようなメッセージを伝えました。

「自分が正しいか判断しながら，生き方や進路を考えていくこと」

「自分の好きなことを突きつめると，一番力を発揮できること」

「人がやっていないことを見つけて頑張ると，日本一や世界一になるチャンスがあること」

最後に「もののけ姫」などを演奏してくださいました。同席されていた保護者や地域の皆様

も，真剣に耳を傾けておられました。たくさんのご参加，心より感謝申し上げます。

「東京物語」に続いて，第２回目の鑑賞会です。冷房の効いた涼しい部屋で名作を堪能しま

せんか。ご近所の方とお誘い合わせの上，奮ってご参加ください。


